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　新年明けまして、おめでとうございます。
　新型コロナウイルス感染症の蔓延から３年が経過しました。この間、多くの人が不安を抱えながらも、
社会・経済活動が継続できるよう、日夜感染防止対策に尽力されてきたすべての働く仲間の皆様に、あら
ためて敬意と感謝の意を表します。
　また、昨年も対面による活動が自粛せざるを得ない状況の中、各構成団体及び各地区労福協の方々のご
協力によって、労働者福祉事業を推進することができましたことに、感謝を申し上げます。
　さて、昨年は世界中の人々がコロナ禍の中で、懸命に困難な状況から脱しようと力を合わせている最中
に、ウクライナへの侵攻という新たな悲劇が生まれてしまいました。ウクライナだけではなく、いま、世
界では紛争に苦しむ地域がいくつもあります。そしてそのほとんどの場合、子どもや女性、高齢者、障害
のある人、社会的・経済的に弱い立場の人、少数民族等いわゆるマイノリティに属している人々が、より
大きな被害を被っています。人類が社会を構成するようになって数千年が経ちます。これまで幾度となく
紛争を繰り返し、その都度、二度と過ちを繰り返さないことを誓い合ったにもかかわらず、未だに武力を
振りまわし、一人ひとりの人権を破壊しているこの事態を、各国の為政者はどう考えているのでしょうか。
　視点を国内に向けますと、私たちの身近には貧困や格差、働き方等の問題があり、今後人口減少が進め
ば、その問題は更に深刻化すると予想されます。そういった今だからこそ「福祉は一つ」で始まった労働
者福祉の精神を、すべての働く人とその仲間・家族で理解し合い、受け継いで行く時ではないでしょうか。
いつの間にか私たちの意識下に置かれてしまった過度な自己責任論や競争主義を見直し、人間同士が支え
合う連帯社会に転換することによって、様々な困難に対して勇気を持って立ち向かうことができるのでは
ないでしょうか。一日でも早くそういった社会となることを求め、労福協運動を進めていこうではありま
せんか。
　結びに、本年も岩手労福協運動へのご支援をお願いしつつ、皆様のご多幸をお祈りし、新年のご挨拶と
いたします。

めがね橋（遠野市）

2023年 支え合いの連帯社会をめざして
　　　　　　　　　　　　　一般社団法人岩手県労働者福祉協議会

会 長　佐々木　秀　市
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　新年明けましておめでとうございます。

　2020 年初頭から始まった新型コロナウイルス

感染症の拡大による経済・社会・国民生活への影

響は現在も続いています。世界に目を向けると、

ロシアのウクライナ侵攻による平和問題や物価上

昇、気候危機など、先行き不透明な状況に置かれ

ています。一人ひとりが意識を変え、小さなこと

でも行動に移していくことが必要です。「誰ひと

り取り残さない」包摂的で持続可能な社会を実現

するために、取り組みを進めていきましょう。

　私たちは今、目まぐるしく状況が変化する社会

の中で、様々な課題への対応に迫られています。

これまでの運動で培ってきた経験や、助け合い、

支えあいの精神を糧に、時代に即した運動スタイ

ルを取り入れてポストコロナ社会を見据えた運動

に取り組んでいかなければなりません。「2030 年

ビジョン」の実現にむけて、労福協、労働団体、

福祉事業団体がこれまで以上に連携を深め、一丸

となって取り組みを進めてきましょう。

2023 謹賀新年2023 謹賀新年

　あけましておめでとうございます。

　旧年中は連合岩手の取り組みにご理解とご協力

を賜りましたことに感謝と御礼を申し上げます。

　昨年から with コロナの視点で対策を講じなが

ら、連合が取り組むべき活動を「昨年より今年」

の想いで前進を図りながら進めてきました。

　昨今の円安や物価高により、私たち労働者や更

に弱い立場にある方々の生活が大変厳しくなって

います。外的要因による物価の上昇は国民が一丸

となって乗り越えなければならない課題であり、

企業は必要な経費を確りと価格転嫁し、労働者の

賃金も確保することが必要です。

　今こそ賃金引上げを社会的に対応し「くらしを

まもり、未来をつくる。」を合言葉に、2023 春闘

をはじめ各種運動に希望を持って取り組み前進さ

せましょう。

　労働者の福祉に資する運動については、岩手県

労働者福祉協議会と共に取り組み、種々の課題を

一つひとつ乗り越えながら、勤労者のための活動

を推進していく所存です。

　今後の活動に対するご支援とご協力をお願い申

し上げ年頭のご挨拶とさせていただきます。

2023 年 年頭挨拶

労働者福祉中央協議会
 会　長　芳　野　友　子

希望を持ち前進

連合岩手
 事務局長　鈴　木　　　圭
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　新年あけましておめでとうございます。

　3 年続いている新型コロナウイルス感染症は、

未だ収束することなく経済活動への影響が続いて

います。

　これまでの新自由主義グローバル経済の推進に

より国際的な生産システムが変化し、地域社会で

の食料・エネルギー自給率が下げられ、都市部へ

の人口・企業の集中が進みました。そのため、自

立した産業循環が破壊され、感染症に脆弱な構造

となり経済社会の免疫力が弱まったと言えます。

「コロナ禍」は利益・効率至上主義の現代の資本

主義社会の矛盾を一層鮮明にしました。

　平和環境岩手県センターは、「平和憲法の理念

を活かし、平和と環境、基本的人権と民主主義を

守り発展させるため、すべての労働者・生活者と

の連帯を強め、地域に根ざした運動を展開しよう」

をスローガンに掲げ取り組みを進めています。

　誰もが安心して生活できる社会の実現のため、

皆さんと協力して進めて参りたいと思います。

　2023 年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は、新型コロナウイルスの感染者が高止ま

りしつつも経済は回復基調となりました。しかし、

ロシアのウクライナ侵攻による原油や穀物の供給

不足に円安が加わり、エネルギー関係や食料品を

中心に消費者物価が上昇しました。一方、私たち

労働者の実質賃金は、物価上昇に追い付かず一人

当たり、時間当たりともに大幅な減少となりまし

た。

　岩手友愛会に集う各労働組合は、組合員とその

家族の生活を守るために、2023 年労働条件闘争

において物価上昇に見合う賃金の改善に取り組む

とともに、社会全体への波及にもつなげていきた

いと思います。

　また、第 20 回統一地方選挙の年でもあります。

安全で安心して暮らせる地域社会、魅力ある岩手

県の実現に向けた政策実現活動も継続して全力で

進めてまいります。

　本年も、労働者、生活者のための活動を展開す

る岩手友愛会をよろしくお願いいたします。

　ロシアのウクライナ侵攻に端を発する資源エネ

ルギーや国際商品等の市況の上昇は世界的にイン

フレを招きました。日本でも円安と相まって、食

品・日用品・光熱費等の相次ぐ値上げは、私たち

の生活を脅かしています。また、成年年齢 18 歳

への引き下げや 70 歳までの雇用機会確保など社

会の変革に際し、「誰ひとり取り残さない金融包

摂」実現に向けた取り組みは、ますます重要性を

帯びています。

　そのような情勢下でろうきんは、コロナ禍にお

ける生活・家計支援を目的に、「生活応援運動」

や「iDeCo・生活応援 W キャンペーン」といっ

た取り組みを会員の皆様とともに行ってまいりま

した。

　昨年 12 月より、Web 完結型ローンに新たに「教

育ローン」と「無担保住宅ローン」の取り扱いを

加えました。また、４月からは釜石支店に新たに

ローンセンター（LC）を開設、また各 LC には

誰もが安心して生活
できる社会の実現
平和環境岩手県センター
 議　長　佐　藤　　　工

物価上昇に見合う賃金の
改善と政策実現に向けて
岩手友愛会
 会　長　山　田　清　秋

福祉金融機関としての
役割発揮へ
東北労働金庫岩手県本部
 本部長　金田一　文　紀
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資産形成の専門家であるアセットプランナーを配

置するなど、お客様の利便性の向上を図ってまい

ります。

　本年も働く人のための生活応援バンク「ろうき

ん」をよろしくお願いします。

　岩手推進本部代表委員会、岩手労済生協理事会

を代表し、新年のお慶びを申し上げます。

　こくみん共済 coop は、昨年「中期経営政策

2025 変革と創造」をスタートさせました。

　環境が変化する中で、お役立ち発想と共創活動

に新しいデジタル技術を取り入れた「新しいたす

けあい」を創造実践するため、役職員一丸となっ

て事業を推進してまいります。

　「労働運動から生まれた労働者による労働者の

ための助け合いが労働者自主福祉運動」ですが「労

働者自主福祉運動の成り立ちや理念についての認

識は薄れ、次世代への継承が危ぶまれている」（月

刊連合 12 月号）との指摘を関係者共通の課題と

して強く認識しながら、労働者の自主福祉活動強

化に向け一層努力してまいります。

　皆さまのご健勝をご祈念申し上げますととも

に、事業推進への引き続きのご理解ご協力を賜り

ますよう心からお願い申し上げ、年頭のご挨拶と

いたします。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　新年のお慶びを申し上げますと共に、ハピネス

共済会への皆様のご理解・ご協力に厚く感謝申し

上げます。

　さて、当共済会がスタートしてから、2023 年

度中の 2024 年 2 月には設立 55 周年を迎えること

になります。この間、特に一般財団法人移行後は

医療保険の入院給付を中心に保障の充実をめざ

し、団体型「ハピネス」・団体移行型（終身）「マ

イハピ」・個人型（終身）「ぺっこぷらす」の制度

改定を通じて、より一層皆様にとって身近でお役

に立てる共済となるよう取り組んでまいりまし

た。また、子会社の（株）きょうさいライフによ

る不動産事業等についても、お客様本位の視点で

事業の充実を図ってきたところです。

　今後とも、会報発行による会員の皆様との相互

交流などもさらに充実させながら、身近で信頼さ

れる共済としてご利用いただけるよう、また、設

立の趣旨である「労働者の福祉向上、県民の消費

生活水準の向上」の実現に向け、役職員一同努力

していく決意ですのでどうぞ宜しくお願いいたし

ます。

　新年あけましておめでとうございます。

　旧年中は、当組合ならびに当組合の事業・取り

組みに対するご理解、ご支援ならびにご協力をい

ただき、誠にありがとうございます。

　当組合は、組合員ならびに地域住民のくらしを

たすけあいの輪を
むすぶ
こくみん共済 coop 岩手推進本部
 本部長　佐　藤　伸　一

皆様にとって身近でお役に立てる
共済になることをめざして
一般財団法人ハピネス共済会
 理事長　佐　藤　淳　一

様々な相談に対応する
信用生協の取り組み
消費者信用生活協同組合
 理事長　大　坪　勝　利
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支えることを目的とし、くらしの相談と貸付を行

う生協として 1969 年より事業を続けております。

　主に多重債務問題や生活資金の工面にお悩みを

抱える方の相談が多くを占めておりましたが、コ

ロナ禍となって以降、減収や非正規雇用の雇止め

などを背景とした生活困窮を訴える相談が増えま

した。さらに物価の高騰は私たちのくらしを直撃

し、家計改善のフォローを必要とする家庭が今後

増えてくると予想されます。

　そのような社会環境下において当組合では、貸

付事業を通して相談者の経済的向上を図る一方、

多種多様な生活の悩みに対応するため、他の相談

機関との合同相談会を随時開催するなど地域で連

携した相談ネットワーク構築に力を入れていきま

す。

　引き続き、組合員ならびに地域住民のくらしを

支える相談貸付事業を中心として本年も事業を推

進して参る所存でございますので、当組合に対す

るより一層のご支援ご協力をお願い申し上げま

す。

　本年のみなさまのご健勝とご多幸を祈念いたし

まして、新年のご挨拶といたします。

　謹んで新春の祝詞を申し上げます。

　昨年は平和の危機を身近に感じた一年でした。

ロシアのウクライナ侵攻は原油高をはじめ、為替

の大幅な円安と物価高を招き、北朝鮮の一連の行

動は増税による防衛費の増額が検討され、真に平

和の危機が暮らしの危機に直結することを改めて

感じさせられました。

　学校生協としても、新型コロナウイルス感染症

の影響により、組合員と相対して事業推進を行う

機会が著しく制限される中、事業による収入は減

り、電気や車両燃料など固定費の支出が大幅に増

加し、大変厳しい運営を余儀なくされた一年でした。

　その一方で、社会貢献事業として、ファミリー

月間やガソリン利用から拠出した支援金を沿岸４

地区へ贈り、また、事業経費から教職員の研究活

動の支援として 7 団体に助成を行いました。本年

も、「安全・安心」を第一に、組合員に満足して

いただく事業とサービスの提供に努めるととも

に、教職員や子どもたちに役だつ取り組みをすす

めてまいります。本年もどうぞよろしくお願いい

たします。

安全・安心を第一とし、
組合員に満足していた
だける学校生協に
岩手県学校生活協同組合
 専務理事　沼　田　　　聡

整理券は「往復ハガキ」
にてお申込みください。
（1枚の往復ハガキで1名分とします）

 200名
先
着

入 場 無 料

※整理券の受付けは、2023年1月5日（木）
　から開始します。

要整理券

主催／（一社）岩手県労働者福祉協議会
共催／東北労働金庫岩手県本部・こくみん共済 coop岩手推進本部・（一財）ハピネス共済会・消費者信用生活協同組合・岩手県学校生活協同組合・連合岩手・平和環境岩手県センター・岩手友愛会
後援／岩手日報社・朝日新聞盛岡総局・毎日新聞盛岡支局・読売新聞盛岡支局・河北新報社・盛岡タイムス社・岩手日日新聞社・NHK盛岡放送局・IBC岩手放送・テレビ岩手・めんこいテレビ・岩手朝日テレビ・エフエム岩手

TEL 019-654-3082  FAX 019-651-5024お問い合わせ 盛岡市大通１丁目 1-16
岩手教育会館３F

講　師

黒川 伊保子
くろ    かわ        い　　ほ　　こ

人工知能研究者、感性アナリスト、随筆家

1959年、長野県生まれ、栃木県育ち。1983年奈良女子
大学 理学部 物理学科卒。
ヒトと人工知能の対話研究の立場から、コミュニケー
ション・サイエンスの新領域を拓いた、感性研究の第一
人者。脳の気分を読み解くスペシャリスト（感性アナリ
スト）である。
コンピュータメーカーにてAI開発に携わり、男女の感性
の違いや、ことばの発音が脳にもたらす効果に気づき、
コミュニケーション・サイエンスの新領域を拓く。2003
年、㈱感性リサーチを設立、脳科学の知見をマーケティ
ングに活かすコンサルタントとして現在に至る。特に、
男女脳論とネーミングの領域では異色の存在となり、
大塚製薬のSoyJoyをはじめ多くの商品名に貢献。
人間関係のイライラやモヤモヤに〝目からウロコ〟の解
決策をもたらす著作も多く、『妻のトリセツ』をはじめと
するトリセツシリーズは累計で100万部を超える人気。

講師プロフィール

 ～男女脳差理解による組織力アップ講座
コミュニケーション感性

期　日

2023.2.18 土

［開 場］13:30［開 演］14:00［講 演］90分
岩手教育会館「多目的ホール」

〒020-0022 盛岡市大通 1丁目 1-16  岩手教育会館 3F
一般社団法人岩手県労働者福祉協議会
第 16 回 労福協文化講演会係
まで、（氏名、郵便番号・住所、電話、性別、年齢）を
ご記入のうえ、お申し込みください。

返信ハガキの表面にお届け先を記入してください。
裏面には何も記入しないでください。

※いただいた個人情報は、整理券発送の為のみに使用いたします。

往
　信

返
信

お申込み方法
往復ハガキにてお申し込みください。
尚、お申し込みは 1枚の往復ハガキで1名様分となります。

第16回 労福協文化講演会
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秘密
厳守

ライフサポートセンターいわて

月～金曜日の平日
午前10：00～午後5：00

｢ライフサポートセンターいわて｣は、勤労者の皆さん
の生活支援を目的として、（一社）岩手県労働者福祉協議会
を中心に、関係団体が協力して立ち上げた組織です。
お気軽にお電話ください。

※専門家等に相談する場合は、別途料金がかかる場合があります。

勤労者の皆さんの様々な悩み事やご相談に対応いたします。

相 談 無 料

面談相談可

相談日

時　間

■ 最寄りの相談窓口までお気軽にお電話ください ■

あなたを応援します。
が

ライフサポートセンターいわて
（協力）岩手労福協╱東北労金╱こくみん共済coop╱ハピネス共済会╱信用生協╱学校生協╱連合岩手╱平和環境県センター╱岩手友愛会

0120━804━340盛  岡

北  上

宮  古
0120━805━340
0120━807━340

金融関係

保険関係

労働相談

　生活相談

法律関係

解決！！

解決！！

解決！！

解決！！

解決！！
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